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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　補聴器ハウジング壁を備える補聴器ハウジングを有する補聴器に導体を取付けるための
上記補聴器ハウジングに着脱自在の取付手段であって，
　上記取付手段は上記補聴器ハウジング壁の中に部分的に配置され，これにより上記補聴
器ハウジング壁の内部に位置する第一の部位と，上記補聴器ハウジング壁の開口部から突
出する第二の部位を有するように構成されており，上記第一の部位は，上記補聴器ハウジ
ングが組立てられた状態において上記補聴器ハウジングと噛合う手段を備えており，上記
噛合い手段は，回転に対してのみならず上記補聴器ハウジングへの相対的な両方向の直線
移動に対しても上記取付手段を固定するように構成されていることを特徴とする，取付手
段。
【請求項２】
　上記第一の部位は，組立てられた状態において上記補聴器中の電子機器回路の保持具と
噛合う手段を備えている，請求項１に記載の取付手段。
【請求項３】
　上記第二の部位は，略円筒状であり，かつねじ部を備えている，請求項１または２に記
載の取付手段。
【請求項４】
　上記第二の部位は捕捉手段を備えている，請求項１または２に記載の取付手段。
【請求項５】
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　上記捕捉手段は鉤部を備えている，請求項４に記載の取付手段。
【請求項６】
　上記鉤部は円周状である，請求項５に記載の取付手段。
【請求項７】
　ＢＴＥ補聴器の補聴器ハウジングであって，上記ハウジングは，ハウジング壁および導
体を取付けるための上記ハウジングに着脱自在の取付手段を備え，上記取付手段は上記補
聴器ハウジング壁の中に部分的に配置され，これにより上記ハウジング壁の内部に位置す
る第一の部位と，上記補聴器ハウジング壁の開口部から突出する第二の部位を有するよう
に構成されており，上記補聴器ハウジング壁は，上記取付手段の噛合い手段と噛合い，回
転に対してのみならず上記補聴器ハウジングへの相対的な両方向の直線移動に対しても上
記取付手段を固定するハウジング噛合い手段を備えていることを特徴とする，補聴器ハウ
ジング。
【請求項８】
　上記ハウジング噛合い手段は，上記ハウジング壁に形成された窪みを備えている，請求
項７に記載の補聴器ハウジング。
【請求項９】
　上記取付手段は，上記補聴器中の電子機器回路の保持具と噛合う手段を備えている，請
求項７に記載の補聴器ハウジング。
【請求項１０】
　ハウジング壁および導体を取付けるための取付手段を有する補聴器ハウジングを備えた
ＢＴＥ補聴器であって，上記取付手段は，第一の部位および第二の部位を有する交換可能
部品であり，上記第二の部位は上記ハウジング壁の開口部を通って上記補聴器ハウジング
から突出しており，上記補聴器および上記第一の部位は相互噛合い手段を備えており，上
記相互噛合い手段によって，回転に対してのみならず上記補聴器ハウジングへの相対的な
両方向の直線移動に対しても上記取付手段が固定される，
　ＢＴＥ補聴器。
【請求項１１】
　上記交換可能部品の上記第二の部位は，外側ねじ部を有する略円筒状表面を備えている
，請求項１０に記載のＢＴＥ補聴器。
【請求項１２】
　上記交換可能部品の上記第二の部位は，少なくとも一つの捕捉手段を有する略円筒状表
面を備えている，請求項１０に記載のＢＴＥ補聴器。
【請求項１３】
　上記捕捉手段は鉤部を備えている，請求項１２に記載のＢＴＥ補聴器。
【請求項１４】
　上記鉤部は円周状鉤部である，請求項１３に記載のＢＴＥ補聴器。
【請求項１５】
　上記鉤部は上記第二の部位の末端に位置している，請求項１３または１４のいずれかに
記載のＢＴＥ補聴器。
【請求項１６】
　上記鉤部と重なり合う位置において上記鉤部によって保持されるチューブの周りに配置
されるように構成された環状部材を備えている，請求項１３に記載のＢＴＥ補聴器。
【請求項１７】
　上記環状部材は，上記鉤部と重なり合うようになっている少なくとも一つの内部窪みを
備えている，請求項１６に記載のＢＴＥ補聴器。
【請求項１８】
　上記内部窪みは円周状の溝である，請求項１７に記載のＢＴＥ補聴器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　この発明は，補聴器に導体（a conductor）を取付けるための（for attaching）交換式
取付手段（an interchangeable attachment means），ＢＴＥ補聴器の補聴器ハウジング
，および導音体（a sound conductor）を取付けるための交換式取付手段に関する。
【背景技術】
【０００２】
　耳かけ形（Ｂｅｈｉｎｄ　Ｔｈｅ　Ｅａｒ）補聴器，省略形ではＢＴＥ補聴器と呼ばれ
る補聴器は，通常，入力トランスデューサおよび出力トランスデューサを含めて補聴器の
すべての必要な電子機器回路を収容するハウジングを備えている。出力トランスデューサ
は上記ハウジングにある音出力ポートに対応して配置され，上記音出力ポートからの音が
音響チューブを介してユーザの耳に出力される。なお，出力トランスデューサは，音出力
ポートに直接に接続される必要はなく，補聴器ハウジング内の適切な場所に配置すること
ができる。この場合，音は，両者間に介在するチューブなどを通して出力ポートに伝達さ
れる。
【０００３】
　音響チューブは，フック（a hook）と呼ばれる交換可能な中間ピースを介して，補聴器
ハウジングに間接的に取付けられることがある。これに代えて，音響チューブは補聴器ハ
ウジングの一部を構成する接続ピースに直接接続されることもできる。欧州特許第ＥＰ－
Ａ－１４４３８０２号明細書には，これら両方の代替構成が記載されている。この欧州特
許第ＥＰ－Ａ－１４４３８０２号において，音響チューブの取付け先である接続ピースは
ねじ部を含み，このねじ部には，補聴器ハウジングに対して音響チューブを固定するため
に圧縮部材（a compression member）をねじ留めすることができる。場合によっては，音
響チューブとフックの両方が，耳の後ろの所定の位置に補聴器ハウジングを保持する機能
を発揮するので，音響チューブおよびフックが互いに正しく固定されることが重要である
。正しく固定されずに２つの部品が分離してしまうと，補聴器ハウジングが耳の後ろの所
定の位置から床に落下するおそれがあり，その結果補聴器の破損または紛失のおそれをさ
らに伴ってしまう。
【０００４】
　しかしながら，補聴器ハウジングの接続ピースにフックまたはチューブが接続されてい
るかどうかに応じて，接続ピースを異なる形状にしなければならない。フックの固定に利
用されるねじ部は，チューブを直接に接続する場合には必ずしも最適な部材ではない。こ
の場合，たとえば，末端に円周状鉤部を有する円筒状ピースの方が，はるかに信頼性が高
いことに加え，何よりもまず簡便な場合がある。
【０００５】
　しかしながら，多数の異なる補聴器ハウジングを作製することは，製造上および保管上
の理由から望ましいものではない。
【発明の開示】
【０００６】
　この発明は，少なくとも前述した従来の問題を解決することを目的とする。
【０００７】
　この発明の第１の態様によると，この目的は，補聴器ハウジングを有する補聴器に導体
（a conductor）を取付けるための交換式取付手段（an interchangeable attachment mea
ns）によって達成され，この交換式取付手段は，上記補聴器ハウジング壁の中に部分的に
配置され，これにより上記補聴器ハウジング壁の内部に位置する第一の部位，および上記
補聴器ハウジング壁の開口部から突出する第二の部位を有するように構成される。
【０００８】
　上記交換式取付手段を利用することによって，異なる導音体（sound conductors）に対
応する多くの異なる補聴器ハウジングを製造および保管する必要がなくなる。
【０００９】
　この発明の第２の態様によると，上記目的は，ＢＴＥ補聴器用の補聴器ハウジングによ
って達成され，このハウジングは，ハウジング壁および導体を取付けるための取付手段を
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備え，上記取付手段は，上記補聴器ハウジング壁の中に部分的に配置され，これにより上
記ハウジング壁の内部に位置する第一の部位および上記補聴器ハウジング壁の開口部から
突出する第二の部位を有するようになっている交換式取付手段を備えている。
【００１０】
　この発明の第３の態様によると，上記目的は，ハウジング壁および導体を取付けるため
の取付手段を有する補聴器ハウジングを備えたＢＴＥ補聴器によって達成され，上記取付
手段は，第一の部位および第二の部位を有する交換可能部分を含み，上記第二の部位は上
記ハウジング壁の開口部を通って上記補聴器ハウジングから突出するものである。
【００１１】
　この発明の好ましい実施形態では，上記第一の部位は，組立てられた状態において，上
記補聴器ハウジングと噛合う手段（means for interlocking with the hearing aid hous
ing）を備えている。補聴器ハウジングとの噛合い手段を備えることによって，上記補聴
器ハウジング壁を利用して，この発明による上記取付手段を，所定の位置に単独で保持す
ることができる。特に，これは上記ハウジング壁に形成された窪みを備えた上記取付手段
と噛合う手段によって実現されてもよい。
【００１２】
　この発明の変形の好ましい実施形態では，上記第一の部位は，組立てられた状態におい
て，上記補聴器ハウジングおよび上記補聴器中の電子機器回路の保持具（a carrier for 
electronics in the hearing aid）と噛合う手段を備えている。これによってハウジング
の製造がさらに簡単になるのみならず，保持具上の補聴器の電子機器回路と導体との間の
音響接続および電気接続を改善することができる。
【００１３】
　この発明によるさらに他の好ましい実施形態では，上記第二の部位は略円筒状であり，
ねじ部を備えている。この構成によって，たとえば，フック形状の比較的硬質の導体のね
じ留め（screw）に適する交換式取付手段が提供される。
【００１４】
　この発明による他の実施形態では，上記第二の部位は捕捉手段（a catch means）を備
えている。これにより，音響チューブなどの比較的軟質の導体を取付けるのに特に適する
交換式取付手段が提供される。
【００１５】
　この発明の好ましい一実施形態では，上記捕捉手段は鉤部（a barb），特に円周状鉤部
（a circumferential barb）を備えている。このような鉤部は，製造が簡単である上，音
響チューブなどを保持するのに効果的な手段である。
【００１６】
　好ましくは，上記鉤部は，上記第二の部位の末端（the distal end）に位置される。こ
の配置によって取付手段への音響チューブの取付けが容易に行えるようになる。
【００１７】
　この発明のさらに他の好ましい実施形態では，鉤部によって保持されるチューブを固定
する締付け手段（a locking means）が提供される。この締付け手段は，上記鉤部と重な
り合う（一致する）位置（at a location registering with said barb）において上記チ
ューブの周りに配置される環状部材を備えている。これによって，さらに確実に，上記鉤
部に音響チューブを固定することができる。
【００１８】
　好ましくは，上記環状部材は，上記鉤部と重なり合うように構成される少なくとも一つ
の内部窪み（one internal recess）を備え，より好ましくは，上記内部窪みは円周状の
溝とされる。後者の構成によって，上記取付手段に対して任意の回転角度で締付け手段を
設置（mounting）できるので，角度の位置合わせは不要である。
【実施例】
【００１９】
　この発明について，図面を参照しながら，非限定的に例示する実施形態に基づいてさら
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に詳細に説明する。
【００２０】
　図９を除く図１～図８の図面では，取付手段が位置する端部に焦点をあてるために，取
付手段に関係のない補聴器ハウジングの部分が省略されている。
【００２１】
　まず，図１を参照して，補聴器ハウジング１が示されている。補聴器ハウジング１は，
２つのシェル状半体（two shell-shaped halves）２および３を備え，これらのシェル状
半体の間に補聴器の内部空洞が形成される。上記２つの半体によって形成される端面の開
口部から，この発明による取付手段４が突出している。図示する実施形態において，取付
手段４は略円筒状のもので，貫通中ぐり（a through bore）５および外側ねじ部（an ext
ernal thread）６を備えている。上記外側ねじ部は，フック７の形状をもつ導音体（a so
und conductor）のための取付手段として機能するものであり，フック７の内側の係合ね
じが利用されることによって，図２に示すように，上記フック７を取付手段４上にねじ留
めする（screwed onto）ことができる。
【００２２】
　図３に，補聴器ハウジング１の一方のシェル状半体３と，独立して交換可能な要素を構
成する取付手段４とについての分解図が示されている。他方のシェル状半体２は図示され
ていないが，少なくとも図示する特徴に関する限りにおいて，他方のシェル状半体２は，
シェル状半体３と対称である（a mirror image）ことは，当業者であれば理解されよう。
【００２３】
　交換式取付手段４にはフランジ８が設けられている。フランジ８は，図４から判るよう
に，補聴器ハウジング１の終端壁（an end wall）１０，すなわち，シェル状半体２，３
のそれぞれの壁面に設けられた窪み９に嵌合するように形成されている。上記終端壁１０
の２つの半円形の切込み（cutouts）１１，１２と共に，窪み９は，終端壁１０に開口部
を形成する。好ましい実施形態では，フランジ８は略長方形の形状を持ち，その端部１３
，１４は窪み９への挿入を容易にするために丸み付けされる。窪み９中にフランジ８が位
置するようにしてハウジング１が組立てられると，上記取付手段４は部分的に上記終端壁
１０の中に配置される。フランジ８および窪み９は噛合い（係合し）（interlock），た
とえば，ハウジング１から突出する部分のねじ部６上でフック７がねじ回されるときに，
取付手段４がハウジング１に対して相対的に回転しないように，上記取付手段４を固定す
る。当業者であれば，フランジ８および窪み９に他の様々な形状を適用して，取付手段４
が回転しないように固定できることを理解しよう。また，フランジ８および窪み９は，ハ
ウジング１に対する直線移動（linear motion），すなわち取付部品４の中ぐり５の方向
に関しても，上記取付部品４を固定するものでもある。このことは，後述する異なる実施
形態に係る交換式取付手段４を，たとえば，音響チューブ（a sound tube）などの直線的
な取付け部に合わせて構成する場合に特に重要である。
【００２４】
　ここで，図５を参照して，図５には，異なる補聴器ハウジング１に合わせて構成される
，他の実施形態の交換式取付手段４が示されている。この補聴器ハウジング１は，主要ハ
ウジング部（main housing part）１５および蓋部（a lid part）１６の２つの部品を備
えている。図５において，取付手段４は，部分的に補聴器ハウジング１の終端壁１８の開
口部１７中に配置されている。
【００２５】
　図６の分解図に最もよく表されているように，取付手段４の略円筒状部分は終端壁１８
の開口部１７から突出して，図１～４を用いて既に説明したように，たとえばフックのよ
うな導体（a conductor）を取付けられるようになっている。
【００２６】
　交換式取付手段４は，補聴器の保持具手段（means of a carrier part）１９によって
開口部１７内の所定の位置に保持される。この保持具手段１９は，出力トランスデューサ
２０，および補聴器の電子機器回路の一部，好ましくは上記電子機器回路のすべてを保持
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するものである。交換式取付部品４はいくつかの径方向突起（a number of radial protr
usions）２１を備えている。補聴器が組立てられると，補聴器ハウジング１内の保持具部
品１９によって取付部品４の径方向突起１９が終端壁１８の内側に押付られ，これにより
，直線移動しないように取付部品４が固定される。また，補聴器ハウジング１に関する回
転に対して取付部品４を固定するために，保持具１９は突起２０に対応するいくつかの切
込み２１を備えている。この点に関して，突起２０に代えて，切込み１９の幅を適切に選
択して，図３および図４に記載したものに対応するまたは同等のフランジ・プレートを，
利用することができる。
【００２７】
　好ましくは，取付部品４と保持具部品１９の間にシール・リング２５が挿入され，これ
によりトランスデューサから交換式取付手段４の貫通中ぐり５に向かう音経路を遮断する
ことができる。
【００２８】
　図７は図５の補聴器を示すもので，ここではねじ切りされた交換式取付手段４に代えて
，代替実施形態の交換式取付手段４’が用いられている。
【００２９】
　図７の交換式取付手段４’は，終端壁１８の開口部１７から突出している略円筒状の部
分がねじ切りされていない点において図５の交換式取付手段４と異なっている。この略円
筒状部分は，捕捉手段（a catch means）が設けられていることを除いて，むしろ概して
滑らかである。図示する実施形態において，上記捕捉手段は端部に配設される円周状鉤部
（a circumferential barb）２２である。単一の円周状鉤部２２は単に好ましい実施形態
にすぎず，各種の他の捕捉手段を利用できることは，当業者であれば理解されよう。特に
，鉤部２２は円周状である必要はない。また，円周状または円周状でない，複数の鉤部が
存在してもよい。
【００３０】
　たとえば，フック７を取付けるのに適したねじ部６を有する交換式取付手段４とは異な
り，交換式取付手段４’は，図７に示すように，音響チューブ２３を直接に取付けるのに
適している。音響チューブ２３の直接取付けは，図９に示すようなフック７を介した補聴
器１への音響チューブの取付けとは対照的に，イヤプラグ２７に至る音響チューブ２６が
フック７の末端に取付けられるものとして理解されたい。交換式取付手段４の円筒状部分
に音響チューブ２３を滑込ませると，音響チューブ２３は円周状鉤部２２によって確実に
保持される。
【００３１】
　したがって，上述したように，補聴器ハウジング１を変更しなくとも，補聴器は，補聴
器を組立てるときに，取付手段４を取付手段４’に交換する，もしくはその逆に交換する
だけで，または適宜選択するだけで，フック７または音響チューブ２３のいずれの利用に
も対応することができる。
【００３２】
　なお，交換式取付部品４’に関して，突出部分は，必ずしもまっすぐな円筒状の部品で
ある必要はなく，これに代えて湾曲部を有することもできる。
【００３３】
　円周状鉤部２２は，通常，音響チューブ２３を保持するのに十分なものではあるが，音
響管２３をさらに固定すると望ましい場合もある。この目的に対応して，図８に示すよう
に，締付け手段（a locking means）２４を設けてもよい。図８に示す締付け手段２４は
，円周状鉤部２２と重なり合う（一致）する箇所（at a location registering with the
 circumferential barb 22）において，音響管２３の周りに配置される環状部材を備えて
いる。
【００３４】
　この環状部材は，好ましくは，鉤部と重なり合う少なくとも一つの内部窪み（図示略）
を備えている。特に，この内部窪みは，円周状鉤部２２にマッチする円周状の溝である。



(7) JP 4842369 B2 2011.12.21

10

20

【００３５】
　上述の説明は，音響チューブ２３およびフック７などの導音体を用いた例であるが，こ
の発明はこれらに限定されないことに留意されたい。特に，交換式取付手段は，電気導体
（electrical conductors），または，埋込み電線を有する音響チューブのような，音お
よび電気の複合導体（combined conductors）の取付け部に適合するように構成すること
もできる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】この発明による取付手段を備えた補聴器の第１実施形態を部分的に示す。
【図２】フックが取付けられた状態で示す，図１の補聴器の部分図を示している。
【図３】図１の補聴器の部分分解図である。
【図４】図１の補聴器の部分組立図である。
【図５】この発明による取付手段を備えた補聴器の第２実施形態を部分的に示す。
【図６】図５の補聴器の部分分解図である。
【図７】音響チューブが取付けられた状態で示されている，この発明による代替取付手段
が設けられた図５の補聴器の部分図である。
【図８】図７の補聴器に対応する補聴器について，取付けられた音響チューブをさらに固
定する手段が設けられた状態を示す部分図である。
【図９】この発明により取付手段を用いて連結されたフックを備えた補聴器の全体を示す
図である。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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